
【 中学校共通】

全国学力・ 学習状況調査（ 中学校調査） は，第２学年までの学習内容のうち，次

のような点を踏まえて出題されています。

・ 身に付けておかなければ後の学年等の学習に影響を及ぼす内容

・ 実生活において不可欠であり，常に活用できるようになっていることが望ま

しい知識・ 技能等

・ 知識・ 技能等を実生活の様々 な場面に活用する力や，様々 な課題解決のため

の構想を立て実践し，評価・ 改善する力などに関わる内容

文部科学省からは，各市町村や学校に配付された結果には，設問ごとの正答率や

誤答の状況が分かるような資料が提供されています。

各学校での課題を明らかにしたら，全職員が共通理解のもと，ＰＤＣＡサイクル

を生かし，授業改善に取り組みましょう。まず，そのための第一歩として，次のこ

とを提案します。

◇ 学校全体で，課題を共有し授業改善に取り組もう
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１ 自らの考えを広げ深める，対話的な学びを行いましょう。

身に付けた知識や技能を定着させるとともに，多面的で深い理解に至るためには，教

員と生徒や，生徒同士が対話し，それによって思考を広げ深めていく ことが大切です。

情報を友達と共有しながら，対話や話合いを通じて，お互いの考えの共通点や相違点を

理解し，友達の考えに共感したり自分の考えをまとめたりして，協力しながら問題を解

決していく活動を取り入れましょう。

「 学びを支える学習指導例」

○ ペア・ グループ学習でのポイント

【 教師が心がけること】

・ 長時間一方的な説明はしない。

・ つぶやき，表情を見逃さない。

・ 自分の考えをもたせてから話合いをさせる。

・ 作業のためだけのグループ活動にしない。

・ グループ内で参加できない生徒に配慮する。 ＜小牧市の取組から＞

・ グループで決まった役割を決めず，誰でも気軽に意見を言えるようにする。

・ 話し合いの際は，書き込みをしたノートやプリントを読むのではなく ，友達の表情を

見ながら自分の考えを話すようにさせる。

・ 資料は，グループに資料を１つにして，グループ全員が共有してみるようにする。

・ 疑問がある（ 分からないことがある） 生徒から話すようにする。

・ 分からないことがある人から話す。

・ カードや付箋を使ったKJ法を活用し、考えをまとめる。

【 話し手に対する指導】

・ つながりを意識した発言をする。

・ 自分の言葉で，最後までしっかり話す。

・ 普段の話し方で話しをする。

・ 相手に「 言葉をとどける」 ことを意識する。

・ 流れを切らないように発言する。

【 聴き手に対する指導】

・ 発言者の顔を見て聞く 。聴いたことに反応する。

・ 自分の考えと比べながら聴く 。

・ 質問があるときは，話を最後まで聴いてから話す。

・ 間違っていても，その場で批判しない。

・ 友達の発言をしっかり吟味する。話し終わった後ですぐには発言しない。
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２ ノート指導を大切にしましょう

＜ノート指導例＞

ノートがきちんとまとめられている生徒の方が，学習内容の定着度は高いと言われます。

教科の特性もありますが，すべての教科でまずは，めあてや課題を書く こと，そして，授業

の最後には振り返りを書く ことが大切です。生徒のノートの中に，板書だけでなく自分の考

えやポイント，友達の考えを書き込むように指導していく必要があります。

＜ノート指導例・ 東海市の取組から＞

３ 授業の最後に学習を振り返る活動をしましょう

授業の最後に，学んだことを発表させたり，本時に自分の考えや友達の考えを書いたノー

トやプリントを見直して確認させたりすることで，本時の学びを生徒自身が実感し，何を学

び，何ができるようになったのか，何に生かしていけるのかといったことが言えるようにし

ましょう。

＜振り返りの視点＞

① 授業の中で友達のよい考えや友達のよさに気付く 。

② できるようになったことや分かったことに対して，根拠を明確にして説明できる。

③ 友達と考えと自分の考えとの相違点や共通点に気付く 。

④ 他教科や日常生活で生かせることに気付く 。

【 数学】

授業のめあてを書く

【 国語】

授業の振り返りを書く

自分の考えやポイントを追記

友達の考えやポイントを追記



【 中学校国語① 】

次ページ以降には，生徒が語句について興味をもち，楽しんで活動に取り組みな

がら，語句の適切な使い方を学ぶ指導についてのポイントをまとめました。

～学力・ 学習状況調査から見える 押さえるべきポイント～

◇ 多様な語句の意味を理解し，適切に使う力を育てましょう。
実態

語句の意味を理解して，文脈の中で適切に使うことに課題が見られました。

「 彼がこの討論の口火を切った」（ 愛知 52.4％ 全国 55.5% ）

「 たなびく雲の間から，春の光がもれている」（ 愛知 48.1％ 全国 49.0% ）

対策

日常生活で使うことの少ない語句にも，親しめるような取組を積極的に行い，

多様な言葉と触れ合う機会をもちましょう。また，聞き慣れない言葉に出会った

ときは，辞書を活用して意味を確認する習慣を身に付けましょう。さらに，語句

指導と読書指導と関連付けて子どもたちの言語感覚を高める機会を積極的につ

く りましょう。
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◆多様な語句の意味を理解し，適切に使う力を育てましょう。
取組の例①
全学年：【 言葉を集め，言葉カレンダーを作ろう】

取組の例②
全学年：【 体に関係する漢字を用いた慣用句を集めよう】

○丸暗記するだけでなく ，慣用句をイラストで表現したり，語句の使い方を
４コマ漫画で表現したりして，楽しんで活動に取り組ませましょう。

【 生き物に関する漢字を用いたことわざ・ 慣用句クイズ】
○泣きっ面に（ ）

○ （ ） の一声

○ （ ） を追う者は山を見ず

○ （ ） の甲より年の功

平成２６年度授業アイデア例（ 国立教育政策研究所教育課程研究センター）

秋に関する

短歌や俳句を

調べる。

★ 国語の資料集を上手に活用しましょう。
国語の基礎は言語力です。言語が豊かになる

ことで，国語の有用性を実感できると考えま

す。

学校行事から

イメージする

四字熟語。
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取組の例③
全学年：【 豊かな言葉を使ってみよう】

取組の例④
全学年：【 正しい使い方はどっち？】

★ 正しい使い方はどっちでしょうか？
① 「 おもむろに」 （ あ） ゆっく りと

（ い） 不意に

② 「 小春日和」 （ あ） 初冬の頃の，穏やかで暖かな天気

（ い） 春先の頃の，穏やかで暖かな天気

③ 「 枯れ木も山のにぎわい」 (あ） つまらないものでもないよりはまし
（ い） 人が集まればにぎやかになる

④ 「 やぶさかでない」 （ あ） 喜んでする

（ い） 仕方なくする

⑤ 「 煮詰まる」 （ あ） 議論が行き詰まって結論が出せない状態になること

（ い） 議論や意見が十分に出尽く して結論が出る状態になること

平成２１年度授業アイデア例（ 国立教育政策研究所教育課程研究センター）

聞き慣れない言葉

については，積極

的に使い方を確か

めるように指導し

ましょう。

毎年，文化庁が実施している「 国語に関する世論調査」 の結果を生かし，間違えやす

い慣用句の使い方をクイズ形式で紹介したり，Web ページや新聞等の記事を提供したり

し，正しい用語の使い方を理解させる。



【 中学校国語② 】

次ページ以降には，表現の技法の使い方やその効果についての理解を図る指導に

ついてのポイントをまとめました。

～学力・ 学習状況調査から見える 押さえるべきポイント～

◇ 表現の技法と名称を結び付けて，表現の技法の意味や用法を
理解できるように指導しましょう。

実態

国語Ａ３一「 どてをぐるっとまわって，どんどん正門をはいってく ると」 の表

現の工夫について，擬態語・ 倒置法・ 体言止め・ 直喩の４種類の表現の技法から，

適切なものを選択する設問で，正答した割合は58.5％でした（ 全国 58.9％）。

様々 な表現の技法の意味や用法を名称と結び付けて理解することに，課題が見ら

れました。

対策

小学校の既習事項を踏まえた上で，文章中の具体的な表現に即して，表現の技法

の名称を確認するとともに，その効果について考えることが大切です。その上で，

多様な表現の技法について体系的に整理し，理解の定着を図る必要があります。
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◆ 表現の技法と名称を結び付けて，表現の技法の意味や用法を理解
できるように指導しましょう。

取組の例①
全学年：【 表現の技法カードを作ろう】

取組の例②
全学年：【 表情豊かに書くポイントを知ろう】 ～表現の技法を取り入れてみよう～

文章には，正確に分かりやすく書く ・ 説得力をもたせて書く等，様々 な書き方が

あります。表現の技法の工夫は，表現豊かな文章を書く上でのポイントとなります。

その効果について，十分理解を図り，積極的に活用する生徒を育てるためには，

次のような技法も授業に位置付けるよう心がけましょう。

○比喩（ 直喩・ 隠喩・ 擬人法） を使う。
「 まるで・ ・ ・ 」「 あたかも・ ・ ・ 」「 ・ ・ ・ のようだ」

○言葉の並べ方の工夫（ 体言止め・ 倒置・ 反復・ 対句）
○擬音語・ 擬声語

平成２４年度【 中学校】 報告書より（ 国立教育政策研究所教育課程研究センター）

インデックス

をつけて，

カード形式に

し，いつでも

手元において

おく とよい。

作った短文を

紹介し，互いの

よさを認める

活動を取り入

れる。



【 中学校国語③ 】

次ページ以降には，「 国立教育政策研究所ＨＰ『 中学校 国語授業アイディア

例』」 から上記の対策に対応した取り組み例を掲載しました。

～学力・学習状況調査から見える 押さえるべきポイント～

◇ 根拠を明確にして自分の考えを書く学習を取り入れま
しょう。

実態

複数の資料から適切な情報を得て，自分の考えを書く こと（ 正答率23.4％） ，

文章や資料から必要な情報を取り出し，伝えたい事柄や根拠を明確にして自分の

考えを書く こと（ 正答率31.5％） ，目的や状況に応じて資料等の提示の仕方を

工夫し，その意図や理由についてまとめること（ 正答率57.2％） に課題が見ら

れました。

対策

複数の本や資料から得た情報を自分と結び付けて考え，新たな問題意識等，気

付きを明らかにして書く ような学習や，文学的文章の全体像をとらえたうえで場

面の役割等を分析的に考えて自分の考えを書くような学習，どのような資料をど

のタイミングで提示するのかなど，目的や状況に応じて具体的に説明する内容を

書くような学習に取り組みましょう。
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◆ 根拠を明確にして自分の考えを書く学習を取り入れましょう。

取組の例① 事実や意見が相手に効果的に伝わるように工夫して書く

要望に対する回答など，伝達する文章を書く際に，伝えたい事柄が相手に効果的に伝わ

るように工夫して書く ことに課題が見られました。そこで，本アイディアでは，職場体験

に関する問合せのメールに対して回答するメールの文章を書く学習を提案します。相手の

要望を的確に捉え，相手や目的に応じて内容や構成を工夫し，必要な情報を過不足なく書

く ことを狙いとします。
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取組の例② 複数の資料から情報を得て，自分の考えを具体的に書く

多様な情報に触れながら問題意識をもったり新たな発想を得たりすることに課題が見ら

れました。そこで，本アイディアでは，複数の資料から適切な情報を取り出し，それらを

関連させながら自分の考えを具体的に書く学習を提案します。社会の中にある情報を自分

と結び付けて考え，新たな気付きや問題意識を明らかにすることをねらいとします。
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【 中学校数学】

平成27年度調査において，本県の正答率が全国の正答率を下回った問題は４問あ

り，そのうち３問が図形の領域でした。また，全国との差が最も大きかったのは，

「 垂線の作図で利用されている図形の性質を選ぶ」 で，－1. 5ポイントでした。平

成25年度調査における関連する問題（ 角の二等分線） においても，全国の正答率を

下回っており（ －1. 6ポイント），作図の方法を図形の対称性を根拠として理解する

ことに課題があると言えます。

次ページ以降に，作図の方法を図形の対称性を根拠として考える授業アイデア例

を示します。

～学力・ 学習状況調査から見える 押さえるべきポイント～

◇ 根拠を明確にして，思考したり表現したりする活動を大切にしまし
ょう。

実態

平成27年度の生徒質問紙調査において，「 数学の授業で公式やきまりを使うとき，

その根拠を理解するようにしていますか」 という質問に対して，肯定的な回答をし

た生徒は，66. 4％でした（ 全国 70. 1％）。テストの記述式の問題において，正答

率が低い（ ７問全て70％未満），無解答率が高い（ ７問中６問が10％以上） という

特徴が見られました。

対策

生徒は，第２学年の図形の領域において演繹的な推論の方法を学びます。演繹的

な推論を進める際には，「 根拠」 を明確にすることが必要になります。小学校から

の学びをつなげ，様々 な場面で「 根拠となる事柄は何か」 を考えたり，説明したり

する活動を位置付けた継続的な指導をすることが大切です。



-１ -

基本の作図の方法とその理由を考えよう（ １年）

※教科書との関連 啓林館 １年P. 138～P. 142 平面図形（ 基本の作図）

１ 指導のねらい

・ 線分の垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図の方法とその根拠を考えさせたり，

説明させたりする活動を通して，作図の方法を図形の対称性に基づいて理解できるよ

うにする。

・ 根拠を明確にして思考したり表現したりする態度や力を育てる。

線分の垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図ができる根拠を整理すると，以下のよう

になります。

≪作図≫ ≪根拠≫

① ②から の流れに沿って，「 どこに線対称な図形を作図するのか」 という視点をもたせ，

生徒に「 コンパスを使って線対称な図形を作図している」ことを意識付けるようにしましょ

う。また， ② ③から の流れに沿って，「 どの直線が作図したい直線になるのか」 を，図形の

対称性を根拠として考えさせたり，説明させたりしましょう。

２ 指導計画

第１時 第２時 第３時

め

あ

て

基本の作図の方法を考え

よう。

基本の作図の方法とその根

拠を説明しよう。

基本の作図を活用して問題

を解いてみよう。

学

習

活

動

① 図形の対称性に基づい
て，ひし形の性質を確

認する。

② 作図のルールを確認す
る。

③ 基本の作図の方法を考
える。

① 基本の作図の方法とその
根拠を説明し合う。

② 基本の作図の方法をまと
める。

①基本の作図の方法を確認
する。

②基本の作図を活用して問
題を解く 。

「 宝探し」 など，基本の作図を活用して解決する課題を工夫して取り扱いましょう。学習

前に提示することで学ぶ必要性を実感させたり，学習後に解決に取り組ませることで学ぶ意

義を実感させたりすることも大切です。

②

③

①

長さが等しい線分が作

図できる

線対称な図形がある

長さが等しい線分，大きさが等

しい角，直角がある線分の垂直二等分線，角

の二等分線，垂線になる

直線ができる

コンパスを使う
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基本の作図の方法とその理由を考えよう

＜振り返り＞

ひし形は線対称な図形で，２本の対角線は，

それぞれ対称の軸になっています。

等しくなる線分や角，直角になる角に印を

つけましょう。

１ 線分の垂直二等分線 作図の方法とその理由

Ａ Ｂ

２ 角の二等分線 作図の方法とその理由

Ｘ

Ｏ
Ｙ

【 生徒用ワークシート】



-3-

・

・

３ 垂線

(1) 直線上にない点Ｐを通る場合 作図の方法とその理由

Ｐ

Ｘ Ｙ

(2) 直線上にある点Ｐを通る場合 作図の方法とその理由

Ｘ Ｐ Ｙ

【 生徒用ワークシート】
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基本の作図の方法とその理由を考えよう【 教師用】

＜振り返り＞

ひし形は線対称な図形で，２本の対角線は，

それぞれ対称の軸になっています。

等しくなる線分や角，直角になる角に印を

つけましょう。

１ 線分の垂直二等分線 作図の方法とその理由

Ｐ

Ａ Ｂ

Ｑ

２ 角の二等分線 作図の方法とその理由

Ｘ

Ｐ Ｒ

Ｏ
Ｑ Ｙ

【 線対称な図形の当てはめ方】

線分ＡＢが，ひし形の対角線になるよ

うに，ひし形ＡＱＢＰを考える。

【 垂直二等分線になる根拠】

ひし形ＡＱＢＰは，直線ＰＱを対称の

軸とする線対称な図形だから，ひし形

の対角線の交点をＯとすると，

⊥ＡＯ＝ＢＯ，ＡＢ ＰＱとなる。

だから，直線ＰＱが線分ＡＢの垂直二

等分線になる。

【 作図の方法】

点Ａ，Ｂをそれぞれ中心として，等し

い半径の円をかく 。この２円の交点を

Ｐ，Ｑとし，直線ＰＱをひく 。

Ｏ

【 線対称な図形の当てはめ方】

∠ ＸＯＹが，ひし形の１つ角になるよ
うに，ひし形ＯＱＲＰを考える。

【 角の二等分線になる根拠】

ひし形ＯＱＲＰは，直線ＯＲを対称の

軸とする線対称な図形だから，

∠ ∠ＰＯＲ＝ ＱＯＲとなる。

だから，直線ＯＲが∠ ＸＯＹの二等分
線になる。

【 作図の方法】

点Ｏを中心とする円をかき，直線Ｏ

Ｘ，ＯＹとの交点を，それぞれＰ，Ｑ

とする。点Ｐ，Ｑを中心として，それ

ぞれ半径ＯＰの円をかく 。その交点の

一つをＲとして，直線ＯＲをひく 。

図形の対称性を根拠として作図の方法を理解さ
せるために，「 どこに線対称な図形を作図するの
か」「 どの直線が作図したい直線なのか」 という
視点をもたせましょう。

【 指導上の留意点等】
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Ａ Ｂ

３ 垂線

(1) 直線上にない点Ｐを通る場合 作図の方法とその理由

Ｐ

Ａ Ｂ

Ｘ Ｙ

Ｑ

(2) 直線上にある点Ｐを通る場合 作図の方法とその理由

Ｑ

Ｘ Ｐ Ｙ

・

・

【 線対称な図形の当てはめ方】

直線Ｘ Ｙにひし形の対角線が重なる

ように，ひし形ＰＡＱＢを考える。

【 垂線になる根拠】

ひし形ＰＡＱＢは，直線ＰＱを対称の

軸とする線対称な図形だから，

⊥ＡＢ ＰＱとなる。

だから，直線ＰＱが直線ＸＹの垂線に

なる。

【 作図の方法】

点Ｐを中心とする円をかき，直線ＸＹ

との交点をＡ，Ｂとする。点Ａ，Ｂを

それぞれ中心として，半径ＰＡの円を

かく 。その交点の一つをＱとして，直

線ＰＱをひく 。

【 線対称な図形の当てはめ方】

点Ｐが直線ＸＹ と重なる線分ＡＢの

中点になり，線分ＡＢが底辺となるよ

うに，二等辺三角形ＱＡＢを考える。

【 垂線になる根拠】

二等辺三角形ＱＡＢは，直線ＰＱを対

称の軸とする線対称な図形だから，

⊥ＰＱ ＡＢとなる。

だから，直線ＰＱが直線ＸＹの垂線に

なる。

【 作図の方法】

点Ｐを中心とする円をかき，直線ＸＹ

との交点をＡ，Ｂとする。点Ａ，Ｂを

それぞれ中心として，等しい半径（ Ｐ

Ａよりも長い） の円をかく 。その交点

の一つをＱとして，直線ＰＱをひく 。

根拠となる線対称な図形
の辺をかく ことも考えら
れます。生徒にとっては，
根拠を明確にする上で，自
然なこととも言えます。作
図の方法をまとめる際に
整理して，作図に必要な線
を確認しましょう。

生徒にとって，適切な表現が
難しいことも考えられます。
表現の形ではなく ，「 根拠（ 図
形の対称性）」 と「 成り立つ

○ ○事柄（ 直線 が作図したい
直線になる）」 が表現できる
よう，さまざまな場面で指導
しましょう。



【 中学校理科① 】

中学校において，予想や仮説を立て，それらを検証する実験を計画する力を身に付けさせ

るために，次のポイントを確認してみましょう。

ポイント

①自然の事物・ 現象の原因として考えられる複数の要因を基に，知識や概念を活用して
仮説を立て，それらを検証するための実験を計画する学習場面を設定しましょう。

②生徒が興味を持つ事象を提示し，生徒が問題を見い出して主体的に課題の解決を図ろ
うとする意欲を高めましょう。

③予想を確かめる実験を計画する際，はじめに変化することの原因として考えられる要
因（ 独立変数）をすべてあげ，それらの妥当性を検討させます。次に，挙げた要因（ 独

立変数） を変える条件と変えない条件に整理して，実験を計画させましょう。

④小学校理科で学んだ問題解決の力のうち「 条件を制御する」 という視点を示し，実験
を計画できるようにしましょう。

～学力・ 学習状況調査から見える 押さえるべきポイント～

◇ 仮説を設定し，検証する実験を計画する力を育てましょう
実態

平成27 年度中学校理科の調査結果を分析すると，課題を解決するために，予想

や仮説を立ててそれらを検証する実験を計画することに課題が見られました。

対策

仮説を設定し，検証する実験を計画できるようにすることは，科学的に探究す

る力の基礎を育成する上で大切です。また，中学生が因果関係を容易に見いだす

ことができる自然の事物・ 現象を扱う実験において，予想を確かめる実験を計画

できるようにするには，変化すること（ 従属変数） と，その原因として考えられ

る要因（ 独立変数） を捉えさせることが大切です。
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取組の例（ １）

第１学年【 浮力】 全２時間（ 本時１／２）

関連 教育出版 「 水のよる圧力」 P.95～98

大日本図書 「 水の圧力」 P.183～188

東京書籍 「 水中でもはたらく圧力」 P.172～176

自然の事物・ 現象の原因として考え
られる複数の要因を基に、知識や概念
を活用して仮説を立て，それらを検証
するための実験を計画する学習場面を
設定しましょう。

生徒が興味を持つ事象を提示し，生徒が問題を見い出して

主体的に課題解決を図ろうとする意欲を高めましょう。

はじめに変化することの
原因として考えられる要因
をすべてあげ，それらの妥当
性を検討させましょう。

挙げた要因を変える条件と変えない条
件に整理して実験を計画させましょう。
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小学校理科で学んだ問題解決の能力のうち「 条件を制御する」
という視点を示し，実験を計画できるようにしましょう。
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取組の例（ ２）

第２学年【 だ液の働き】 全３時間（ 本時２／３）

関連 教育出版 「 栄養分を取り入れるしくみ」 P.128～133

大日本図書 「 消化と吸収」 P.100～111

東京書籍 「 消化と吸収」 P.84～90

知識や概念を活用して仮説
を立て，それらを検証するため
の実験を計画する学習場面を
設定しましょう。
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＜参考＞平成２４年度授業アイデア例（ 国立教育政策研究所教育課程研究センター）

独立変数とその変域に留意して計画させましょう。

科学的に探究する能力の基礎と態度を育てるためには，はじめに，提示した課題から従属変数と独立変数
に気付かせ，次に，変化する従属変数をどのように調べたらよいかを考えさせます。そして，独立変数の変
域を具体的に設定させましょう。



【 中学校理科② 】

中学校において，特定の質量パーセント濃度の水溶液における溶質と水の質量を求める知

識と技能を身に付けさせるために，次のポイントを確認してみましょう。

ポイント

①日常生活や社会の中で見られる身近なものとして飲み物を取り上げ，実際に含まれる
物質の質量パーセント濃度を計算させるなど，生徒の興味・ 関心を高めましょう。

②実験で水溶液を用いるとき，その実験に必要な水溶液の質量パーセント濃度と質量を
調べ，必要な溶質と溶媒の質量を計算で求めた上で，実際にその水溶液を作ることを

通して，技能を習得する機会を設定しましょう。

③小学校の算数科の学習で使われている線分図（ テープ図） を利用するなど，溶質と溶
媒の割合の関係を視覚的に捉えることができるようにしましょう。

～学力・ 学習状況調査から見える 押さえるべきポイント～

◇ 質量パーセント濃度の式のもつ意味を理解させましょう
実態

平成27 年度中学校理科の調査結果を分析すると，特定の質量パーセント濃度の

水溶液の溶質と水のそれぞれの質量を求めることに課題が見られました。

対策

水溶液の濃度を量的に扱うことは，化学変化における粒子の基本的な見方や概

念を形成する上で大切です。実際に特定の質量パーセント濃度の水溶液をつく る

学習場面を設定し，質量パーセント濃度と溶液の質量から溶質と溶媒の質量を計

算によって求めさせ，式のもつ意味を理解させましょう。
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取組の一例

第１学年【 質量パーセント濃度】 全２時間（ 本時２／２）

関連 教育出版 「 水溶液の濃さ」 P.36～37

大日本図書 「 溶液の濃度」 P.122～123

東京書籍 「 溶液の濃度」 P.100～101
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＜参考＞平成２４年度授業アイデア例（ 国立教育政策研究所教育課程研究センター）

日常生活や社会の中で見ら
れる身近なものとして飲み物
を取り上げ，実際に含まれる
物質の質量パーセント濃度を
計算させ，生徒の興味・ 関心
を高めましょう。
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線分図を利用した例

＜参考＞平成２７年度授業アイデア例（ 国立教育政策研究所教育課程研究センター）

溶質と溶媒の割合の関係を視覚的に捉えることができるようにす
るなど，式のもつ意味が理解しやすくなるよう工夫しましょう。

質量パーセント濃度と溶液の質量を決めて，必要な溶質
と溶媒の質量を計算によって求めた上で，実際に特定の濃
度の水溶液をつくる機会を設定しましょう。


